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（一般会計）

教育委員会事務局

こども未来部発達サポートセンター



令和５年度決算概要

　インクルーシブ教育事業（42,188,329円）

１　相談事業（3,118,498円）

２　療育事業（442,026円）

３　巡回相談事業（389,870円）

４　研修・啓発事業（319,208円）

５　発達サポートセンター運営管理事業（37,918,727円）

支援が必要な方がその人らしく生活ができるよう、発達検査等を通して個々の特性を理解した上で、本人や保護者に、適切な関わり方等につ
いての相談事業を実施した。

支援の必要な子どもの早期発見に努め、未就園の子どもと保護者を対象にした個別・小集団療育、就学前の子どもや小学校低学年の子どもを
対象にした集団療育を実施し、良好な人間関係を築くことができるように支援した。

園や学校と連携し、センターの職員や専門家による巡回相談を実施し、支援の必要な子どもに対しての適切な関わり方について助言した。
また、サポートファイルの重要性について周知し、活用を推進した。

教育・福祉従事者や市民を対象に、発達障害等に関する知識や理解を深めるための研修を実施した。

発達相談受付システムの維持管理等、センターの円滑な運営に努めた。
また、研修等により職員の知識技能の習得に努めた。
さらに、来所者が安全・快適に施設を利用できるよう、施設の長寿命化工事を行った。
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（様式２－１）

（こども未来部発達サポートセンター）（単位：人、円）

係 別 行 事 名 参 加 人 数 経 費

子どもの発達・何でも相談 377 2,865,600
令和5年4月4日～
令和6年3月27日

発達面や行動面などの気になることについて、
医師による発達相談、臨床心理士による心理相
談や発達検査、言語聴覚士による言語相談、理
学療法士・作業療法士による運動相談を実施
（147回）。

子どものいいところ伸ばし講座
（ペアレントトレーニング）

25 189,000
令和5年6月27日～
令和6年1月23日

年長児の保護者を対象に、子どもとのより良い
関わり方を学びながら、日常の子育ての困りご
とを解消し、楽しく子育てができるよう支援す
るプログラムを実施（11回）。

はぴあプラスワンルーム 31 35,000
令和5年9月19日～
令和6年3月28日

未就園の子どもを対象に、子どもの成長段階に
合わせて個別・小集団療育を実施（25回）。

専門家派遣型教育相談
14

(回)
304,920

令和5年9月6日～
令和6年2月26日

個の教育的ニーズに応じた支援をするため、心
理、教育等の各分野において、発達障害等に関
する知識を有する専門家を派遣し、教育相談を
実施（14回）。

個別園巡回相談
27

(回)
24,790

令和5年6月12日～
令和6年3月7日

園内の支援体制の向上のため、発達サポートセ
ンター職員、北はりま特別支援学校コーディ
ネーターによる児童観察及び助言を実施（27
回）。

サポート研修 280 316,600
令和5年5月11日～
令和5年10月29日

教職員等を対象に職種別研修を、市民を対象に
市民研修を開催（職種別研修5回、市民研修2
回）。

行 事 内 容

主　要　行　事　一　覧　表

発達支援係
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（こども未来部発達サポートセンター）（単位：円）

決算書
ページ 款 項 目 節 収 入 済 額 充当先事業 算 定 根 拠

57
～
58

22 6 雑入 雑入 9,098 －

工事用光熱水使用料
　上水
　　単価617円/ ×使用水量11 ×税1.1＝7,465
　下水
　　単価135円/ ×使用水量11 ×税1.1＝1,633

歳　入　根　拠　明　細　書
（様式２－２）
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（様式２－３）

（款）教育費（項）教育総務費（目）教育指導費 ※複数の支出科目にわたる契約は、当該科目分の支出金額を記載。 （こども未来部発達サポートセンター）（単位：円）

※＜当初金額＞

全体契約額（a）

（うち当該年度分） 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

990,000 990,000

1,471,526 1,471,526

231
～
232

委　託　料　明　細　書　（１件５０万円以上のもの）

決算書
ページ 委 託 名 内 容

補助事
業等別

補助率 履行の期間 契約の相手方

財　　源　　内　　訳
(繰越明許等､年度をまたぐ契約の場合は､下段に当該年度決算額を括弧書きで記入)

特 定 財 源 （ b ） 一 般 財 源
（ a-b ）

加東市発達
サポートセ
ンター屋
根・外壁等
改修工事監
理業務委託

工事監理業務 単独 ―

イープラン一
級建築士事務
所
随意契約1者
見積(2号)

R5.8.17～R5.12.17

ほか11件
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（様式２－４）

（款）教育費（項）教育総務費（目）教育指導費 ※複数の支出科目にわたる契約は、当該科目分の支出金額を記載。 （こども未来部発達サポートセンター）（単位：円）

※＜当初金額＞

全体契約額（a）

（うち当該年度分） 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

207,570 207,570
231
～
232

ほか6件

使　用　料　及　び　賃　借　料　明　細　書　（１件４０万円以上のもの）

決算書
ページ 賃 貸 借 名 内 容

補助事
業等別

補助率 履行の期間 契約の相手方

財　　源　　内　　訳
(繰越明許等､年度をまたぐ契約の場合は､下段に当該年度決算額を括弧書きで記入)

特 定 財 源 (b) 一 般 財 源
（ a-b ）
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（様式２－６）

（款）教育費（項）教育総務費（目）教育指導費 ※複数の支出科目にわたる契約は、当該科目分の支出金額を記載。 （こども未来部発達サポートセンター）（単位：円）

※
 ＜当初金額＞

全体契約額(a)

(うち当該年度分) 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

<33,055,000>

34,195,700

池本建設㈱
制限付一般競
争入札
入札者数 6

233
～
234

加東市発達
サポートセ
ンター屋
根・外壁等
改修工事

屋根・外壁等
塗装
軒樋・竪樋・
サッシ・ガラ
ス・外壁目
地・テラス土
間・門扉改修
鳥害・西日・
バリアフリー
対策等

単独 ―

工　事　請　負　費　明　細　書　（１件１３０万円以上のもの）

決算書
ページ 工 事 名 内 容

補助事
業等別

補助率 工　　期 契約の相手方

財　　源　　内　　訳
(繰越明許等､年度をまたぐ契約の場合は､下段に当該年度決算額を括弧書きで記入)

特 定 財 源 (b) 一 般 財 源
（ a-b ）

R5.8.17～R5.12.17 34,195,700
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（こども未来部発達サポートセンター）（単位：円）

決算書
ページ 款 項 目 金 額 負 担 金 等 支 出 名 算 出 根 拠 備 考

233
～
234

10 1 教育指導費 92,400 研修負担金

ＣＳＷ実践学習会　　500円×2人＝1,000円
前期基礎研修　2,200円＋3,000円＝5,200円
日本小児科精神神経学会　　　　 12,000円
日本特殊教育学会　　　　　　　　9,000円
学校臨床心理士会全国研修会　　　8,000円
日本心理臨床学会　　　　　　　　7,000円
子育て支援講座　　　　　　　　　6,000円
日本ＬＤ学会　　 9,000円×2人＝18,000円
ＷＡＩＳ－Ⅳ知能検査１日講習　 22,000円
スキルアップ研修　　　　　　　　2,200円
兵庫県臨床心理士会研修会　　　　2,000円

（様式２－９）

負担金、補助及び交付金支出明細書
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事業内容 数 量 金 額 事業内容 数 量 金 額 事業内容 数 量 金 額 事業内容 数 量 金 額 事業内容 数 量 金 額
委 託 料

一式 2,552,000

実 施 設 計

一式 1,562,000

工 事 監 理

一式 990,000
工 事 請 負

費 一式 34,195,700

工 事 請 負
費 一式 34,195,700

36,747,700

0
0
0
0

36,747,700

36,747,700

（こども未来部発達サポートセンター）（単位：円）

そ の 他
一 般 財 源

計

0
0
0

0

単 独 事 業
本 年 度 施 行

0

0
0

0
0
0
0

35,185,700

0
0
0

施

行

事

項

計

35,185,700

0
0

0

1,562,000
財

源

内

訳

国 庫 支 出 金
県 支 出 金
地 方 債

1,562,000

0
1,562,000

0
0

（様式２－１１）

主 要 事 業 説 明 書 （屋根・外壁等改修事業）

0 35,185,700 0

翌 年 度 以 降 施 行
令和４年度～令和５年度
全 体 計 画

前 年 度 ま で の 施 行
補 助 事 業
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【付属資料一覧】

①　令和５年度　発達サポートセンター事業実施状況
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